
陶器で有名な愛知県瀬戸市。約50年前に宅地開発ではなく、住民によって
切り開かれた土地と、連続する2軒の建物が今回の改修計画の敷地です。

2棟の建物を3軒として改釈し、「公・共・私」として位置づけることで、隣家のない
自由な住み心地と、来客・コミュニティの楽しさの両方を持つ住宅を構想しました。

「公・共・私」の空間で設えの雰囲気を変えることにより、ひとつの家として
気分によって居場所を選びながら生活することができる住宅を目指しました。

敷地  465 ㎡

建物　木造部１35 ㎡　鉄骨部 60 ㎡

改修範囲：内部フルリノベーション
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